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Engineering education using iLearn@SIST especially using the quiz module 
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Yuji MURAKAMI 
Abstract : This paper describes my 5-year personal experience of engineering education using Moodle, a free and 
open-source learning management system, called iLearn at this institute. All my classes utilized the system not 
only for electronic distribution of handouts, but e-learning with its quiz module. The combination of schooling 
















であり，15 回の授業時間が 22. 5 時間であることから 67. 5 
時間の授業時間外学修が必要で，すなわち標準的な学生が
平均して授業ごとに予習復習で 4. 5 時間の自宅学習をす
るような授業設計が求められている．明文化されていない 
「大学での 1 単位時間を 45 分とする慣例」を用いたとし











31 分野で策定した．この 1 つに電気電子工学分野がある 
2018年8月 7 日受理 

























いは単に iLearn と呼んでいる，2018 年 8 月 6 日現在で 
Moodle のバージョンが 3.5. 1，フィルタの MathJax が 





































全問正解することを求めることにした．つい 1, 2 問間違
えると，もう一度回答せざるを得ない．何度かやれば答え
を覚えてしまう．何度でも受験できるように設定し，最高
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いる．講義で話した順やスライドでの登場順ではなく，ラ











iLearn のコース内セクション構成は大きく言って 2 つ













力 XHTML かの 3択であり，手入力できるのは現実的にGift 




ードが UTF-8 でなければならない一 Windows 標準付属のメ
モ帳でも保存時に文字コードの選択は可能である． 








































































































iLearn は数式表示機能としてMathjax を採用している． 
Mathjax はブラウザベースアプリケーションで高度な数
式表示を実現する仕組みである．端的には wikipedia が数  
式表示に採用している方式だといえばわかりやすいだろ














{, ｝が Gift 形式読み込みの制御記号と共通するため, 
Gift 形式で数式を利用するには多重の制御記号書式が必
要になる，(6）一般的に e ラーニングは語学系やコンプラ


















本文を数式モードに移行させる方法には 2 通りあり, 
y = 2x + 1のように改行を伴わないインライン方式と 
y = 2x + 1 
のように独立の行とする方式がある．インライン方式は数
式コードを￥（と￥）で挟めばよい，独立行は＄＄で挟むか, 





意味する．一方でLaTex 形式では 2一 {2n-1｝が22n11 を示す 
Vol.26, 2 0 1 890
ように,制御の有効範囲グループを指定するのが中かっこ





後にiLearn の本文として 2一 {2n-1｝と変換されていて，こ
れを web 表示させると22n一1になる．LaTex 形式として｛} 
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数）EOはギリシア文字の斜体イプシロンに添え字の 0 を付 
したものとなっている，通常のフオントセットに小文字の
イプシロンは異体字としてCとEの 2 つが登録されていて 
JIS Z 8000-1の 7. 5（ギリシャ語アルファベット）でも両
文字が併記されている．慣例的に誘電率は後者を用いる， 
LaTex 表記では前者が￥epsilon で後者が￥vareps ion であ
るため気にしていなければ前者が印刷されてしまう．ht凪
では前者が＆strai帥tepsilon で後者が＆epsilon であるが














o1dsymbo1 {e}ー ￥mathrm￥{ n￥｝￥mathrm￥｛d￥｝A￥＝￥ 















図 2 当該コードの表示例 
化学式を表記したい場合，単純には上付き，下付きを利
用できる iLearn の本文テキスト機能そのもので対応でき
る．さらに，LaTex の￥xRightarrow [below] {up｝を用いれ 
ば，たとえば 
$$￥mathrm{NH_3 ￥ xrightarrow[Pt 触媒 ]{+O_2}NO 
￥ xrightarrow{+O_2}NO_2￥xrighta rrow{+H_20}HN 
0-3}$$ 
で図 3 のようになる． 
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